
　  XT Orange  取り扱いのポイント

１．フィルムの取り付け方法
　　XT Orange専用フィルムは、パレット下面を
　　巻きやすいように、紙管に対して片寄せして
　　製造されています。　　

　　　　　　　　　　　紙管の見えている方が上側です

　　上下逆に取り付けると上手く巻くことができません。

　※フィルムを巻く時の向きが決まっています。（右回り）
　　ストレッチフィルムの裏面は微粘着です。

２．フィルムの通し方
　　図の矢印オレンジ色プラ位置には、通す順番を
　　薄く表示しています。

　

３．Load type ABCの切替スイッチ（回し過ぎに注意！）
　　AまたはCの位置を超えて１回転してしまうと故障の原因になります。
　　ローラーが固くなり回転しない（または緩すぎて張力がでない）

　※銀バーの位置は、矢印（旧モデルは銀球）にABCを合わせた時の
　　バー位置です。

４．木製パレットの尖った角でフィルムが破れる場合
　　XT Orangeは一定の張力がかかります。パレット角の
　　近くまで荷物がない場合や、尖った荷物でフィルムが
　　破れやすくなります。

　　対処方法
　　①突き刺し強度に特化した12μのフィルムをお薦め
　　　します。 JP12（新製品）
　　②張力を弱めたXT Orange20%（新製品）と伸び率の
　　　高い8μフィルムを使用する。
　　※②は箱の潰れやすい薬の箱などにも有効です。

先を丸めてローラー間に
差しローラーを手で回す
と先端が出てきます。
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そのまま引っぱると
自然にフィルムは、
広がっていきます。

　設定 C：  張力が一番低く
　操作性に優れる推奨設定
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矢印（旧モデルは銀球）


